
発生時刻 ：2018年(平成30年)９月６日３時７分頃
マグニチュード：６.７（暫定）
場所および深さ：胆振（いぶり）地方中東部、深さ37ｋｍ
最大震度 ：７厚真（あつま）町

震度 ：6強（安平町、むかわ町）
人的被害 ：死者42人、負傷者762人
建物被害 ：住家全壊462棟、住家半壊1,570棟

（平成31年1月28日内閣府資料）

測量用航空機（くにかぜⅢ）

撮影した空中写真から地震によって生じたと考えられ

る斜面崩壊・堆積範囲を判読しました。

北海道厚真町字東和周辺の空中写真
（2018年(平成30年)9月6日 撮影）

測量用航空機による緊急撮影

地殻変動の把握

ＧＮＳＳ（電子基準点）

地震の概要と被害状況

解析：国土地理院 原初データ所有：JAXA
本成果は、地震予知連絡会SAR解析ワーキンググ
ループの活動を通して得られたものです

震源断層モデル（矩形断層一様滑りモデル）

SAR（だいち2号）

SAR（だいち2号）およびGNSS（電子基準点）で観測された地殻変動を基に震源断
層モデルを推定しました。

ほぼ南北方向の高角な
断層面上における逆断層
と推定

概念図

土砂災害227箇所（山地斜面が広範囲で崩壊し、土砂が建
物を覆う被害が多発しました。）

北海道胆振東部地震の被災状況の把握

測量用航空機（くにかぜⅢ）



奥平台

関東大震災の写真絵はがき

震災地応急測図原図と萩野はがきコレクション


